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陸梁に 平行に鉄筋を配 した木造ト ラ ス の 構造評価
正 徳
(平成 6年10月28日受理)
辛
陸梁に平行に鉄筋を配 した木造 トラス の 応力と変形を正確に評価す るため に , 接合 の め り込み
を考慮した梁要素の 剛性 マ トリ ッ ク ス を定式化し､ 有限要素法に よ る解析を行 っ た｡ こ の とき ,
めり込み を示す接合係数の 値を既存の 材料定数を用 い て予測 した ｡ 解析結果は 美大実験結果と よ
い 一 致を示 した｡ 得 られた結果 は次 の と おりであ る ｡
(1) 陸梁に平行 に配 した鉄筋は トラス の 初期剛性 を高め る効果 が大き い ｡ 鉄筋の ある木造トラ ス
及びな い 木造 トラス の 陸梁中央の 変位で 算出した剛性は ､ それぞれ9tonf/｡ m, 6 .8t｡ ｡f/｡m で
あ っ た ｡
(2) ス パ ン 7,20 0m mの 木造 ト ラス は 最深積雪量250c mの 地域で 使用可能で ある ｡
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1 緒 看
多雪地域 に おける住宅は , 積雪荷重 に耐え
る小屋組を構成し , 土台な ど建物下 部の 耐久
性の 向上 と生活の 利便性 から軒の 出を十分 に
とる こと が望ま しい と考えられ る ｡ 軒の 出が
深い 耐雪住宅に 適した小屋組の 性能を満足す
るた め に , トラ ス の 合葦 と陸梁の接合 (い わ
ゆ る合掌尻部分) の め り込み を陸梁 に平行に
配 した鉄筋に より抑制して 強固 な小屋 組を つ
くる こ と , お よ び , 垂木の 損傷 を避け て軒の
出を深くする ため に トラ ス の 陸梁を出梁と し
て 共用する こ とを目指 した木造 トラ ス の 構造
評価を行 っ た ｡
こ こ に設計された陸梁に平行に 鉄筋を配 し
た木造 トラ ス (以~F複合 トラス と呼ぷ) で は,
合掌尻部分に傾 ぎ大入れ などの仕 口 (接合)
と鉄筋の ボ ル ト締め接合が混在 して い る ｡ こ
の 木造ト ラ ス の構造変形を正 確に 見積るた め
に , 構成部材 と接合部の 両者の 変形を考慮す
る解析を実施 した ｡
接合部の コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
や実験 によ る仕口 部分o?強度性能の検討は い
く つ か為さ れて い る がl)-7), 接 合 の 特性 を予
測 して ト ラ ス の 評価を試みたもの はな い ｡ 設
計され た複合ト ラ ス の構造評価を行うために ,
有限要素法 によ っ て 仕口 の接合係数8)を求め ,
半剛接骨組構造解析9)に より接合剛性を導入
した複合ト ラ ス の構造変形を予測した ｡
解析結果を実大試験結果と比較した と こ ろ
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2よ い 一 致を見たの で , 解析手法を述べ る と と
も に , こ の 手法を用 い た設計段 階にお ける木
造 トラ ス の構造評価結果に つ い て 報告する ｡
2 設計さ れた複合 ト ラスの概要
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で きるよう に な っ て い る ｡ 座金は60m m角の 厚
さ3 m mの もの を2枚重ねて 使用して い る ｡
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図 1 陸梁に平行に鉄筋を配したト ラ ス (複合トラ ス)
A ニ 斜材を伝達する力
B : 陸梁 の 縦方向 め り込 み 力
c : 陸梁 の 横方向めり込 み 力
国2 合掌尻部の 力 の 釣り合 い
図1 に, 剛性計算及び莫大実験に供した陸
梁 に平行 に鉄筋を配した複合 トラ ス の 全体を
示す｡ 鉄筋の な い トラ ス が積雪によ る鉛直下
向きの 載荷によ り変形 した場合 , 合掌尻が 図
2の よう な荷重状態に な っ て お り, 合掌と陸
梁 の接合部 にめり込みが生 じる ｡ こ の 接合部
の 変形が トラ ス 全体の 構造変形と耐力性能に
大きな影響を及ぼすた め に, 鉄筋に よ っ て 合
掌尻の めり込みを抑制 しようと して い る ｡
複合 トラ ス の 全長 は8,600m mで , 桁 と桁 と
の 間隔は7,2 72m mである ｡ 陸梁の せ い は1 80Ⅷm ,
幅は120m mで ダ グラス フ ァ
ー (べ い ま つ ) を
用い て い る ｡ 合掌の せ い は210m m, 幅は120m m
で あり,斜材の せ い は1 2 0m m, 幅 は1 2 0m mで あ
る ｡ 中央の 束のせ い は150m m, 幅は120m mとな っ
て い る ｡ 鉄筋の直径は15m mで , 中央付近にタ ー
ン バ ッ ク ル が つ けて あり, 初期の 緩み を調整
3 構造評価
設計され た複合 トラス の 評価 の ため の解析
及び実験 の流れ をまとめ ると図3 の フ ロ
ー の
よう に なる ｡
守
構造の抽 象化
荷重の 設定
半 剛節 骨組構
造解析 の 実行
半岡u節骨組み 構造モ デ ル
文献値を参照
接合近傍の 力学特性を推測
宮山県八尾町 の垂直最深積雪量232cm
(1 00 kgf/m2( 固定) +250c mX 3kgf/m
2
×o･7( 積雪))
×1.8m X 8.6m - 9,67 5kgf(9.60 0kgf)
+
lai:､
･ l
･-i
i
陸梁中央 の た わ み
13.5m m/8.600m m - 0.0016(計 算)
14.2m m/8,60mm - 0.0017( * # )
許容応力度の チェ ッ ク
最大応 力(N/A+M/Z)は 陸梁中央 に
発生 し, 値 は6 8.5kgf/crn
l
(互転) 図 3 構造評価の流 れ
陸梁 に平行 に鉄筋を配 した木造 トラ ス Q)構 造評価
まず , 半剛接骨組構造と して 構造の 抽象化
を行 い , つ い で , 文献備 に よ っ て 材料の 弾性
率を求める ｡ そ して , 接合部近傍の 力学特性
を 2次元異方体モ デ ル で 解析をし , 接合係数
を予測する ｡ こ れに よ り, 複合トラス の構造
モ デ ル と解析 に必要な材料定数と接合係数を
決定する こ とが出来る ｡
3.1 設計荷重
-o)
富山県は多雪 区域 に指定されて い る
11'
の で ,
屋根の 積雪荷重が複合ト ラ ス に大きく作用す
る ｡ 富山県全県の 最深積雪量 の 平均 は208cm
で ある が , 今回の 複合ト ラ ス は富山県南部の
八尾町の 使用が見込まれて い るの で , こ の 地
区の 最深積雪量 で ある232c mを参考 に して 積
雪量を250c mと した ｡ 図3 に 示 し た よう に ,
こ の積雪量と瓦屋根およ び部材の 重量を加え
て 求め た9,600kgfを複合ト ラス 1 体あた りの
設定荷重と して 採用 した ｡
3.2 有限要素法によ る解析
3.2.1 端部に ピ ン接合を持 つ 部材の 剛性
マ トリ ッ クス
ー 般 にトラ ス は接合を ピン と仮定 して 構造
計算され て い る ｡ 解析 で構造を モ デ ル 化する
際, 荷重点が部材の 中間に ある場合が多く こ
の 節点は剛接合となる ｡ 従 っ て , トラ ス をモ
デ ル化するため の 要素は図 4 (c), (d) に
示すよう に どちらか 一 方の 端 に剛接合を持ち
(a)両端リ ジ ッ ド
卜 ｣
(c)左端ピ ン右端 リ ジ ッ ド
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他方が ピ ン接合 でなけれ ばならない ｡ こ の様
な要素は単純梁要素と して モ デル 化する こ と
が で きな い の で , 特別な剛性マ トリ ッ ク ス を
定義する必要がある ｡ こ こ で は次の ような考
え方で これ らの 要素の 剛性 マ トリ ッ ク ス を求
めた ｡
図4 (a) に示す両端に剛接合を持 つ 梁要
素の 剛性 マ トリ ッ ク ス は , 曲げ変形と軸方向
の 変形を考慮した梁要素の 部材端の カ ベ ク ト
ル と変形 ベ ク トル の 関係式1 として 与えられ
る ｡ こ の式の 力と変形とを関係づ ける係数 マ
トリ ッ ク ス を部材 の 剛性マ トリ ッ ク ス ( [K
]) と呼ん で い る ｡
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図4 ((1) の よう な右側に ピ ン接合を左側
に剛接合を持 つ 場合の 剛性 マ トリ ッ ク ス を求
める ことにする｡ いま式1に示した破線に よ っ
て [K]を分割した部分マ トリ ックス[KA A],
[K A B], [K B A], [K B B]を用 い る と ,
[K]は式2の よう に表すこ とが で きる ｡ こ
の 式か ら Mjを式 3 の よ う に 求め る こ とが で
きる ｡ こ の Mjは ピ ン 接合 で はモ ー メ ン ト抵
抗性が ない の で 0 となる ｡ したが っ て , 変位
βjを式 4 のよう に 定 める こ とが で きる ｡ こ
琴･ ･老
(b)両端ピ ン
摩召 ･ .
+
者
図 4 梁要素両端の 状態
(d)左端リ ジ ッ ド右端 ピ ン
(=
4の βjを式2 に代入する と 図の 右側 に ピ ン 接
合を持 つ 梁要素の 剛性 マ トリ ッ ク ス で ある式
5 が得られ る ｡
[K] -
K A A K A B
K B A K B B
(2)
M
,
- =J I V i O i U , Vj卜T +[K B B]i oji(3)
i oii -
-[K 8 B]-1[K B A]i U iV i O iU ｣ V it
T (4)
部材の 左端 に ピン 接合 を持 つ 梁要素の 図と
剛性 マ トリ ッ ク ス を図4 (c) お よ び式6 に
挙げる ｡ また , 両端が ピ ン の 梁要素に つ い て
もその 図と剛性 マ トリ ッ ク ス をそれ ぞれ図 4
(b) お よび式 7 に挙げる ｡ こ の よう に特定
の 変位を消去する こ と によ っ て 任意の境界条
件を有する梁要素の 剛性 マ トリ ッ ク ス を定め
る こ とが で きる ｡
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3. 2. 2 めり込み の 挙動 を 考慮 し た部材 の
剛性 マ トリ ッ クス
図 5 モ デ ル で は , E ･ Ⅰ なる剛性をも つ 部
材 (そ の 両端を① ,②とする) が , 有限 な剛
性をもち , か つ 大きさ の な い バ ネで節点③お
正 徳
よ び④に連結され て い る ｡ こ の バ ネは軸力と
せ ん 断力は伝達するが , 曲げモ ー メ ン トは伝
達しな い ｡ すなわち , 節点①か ら は , 縦変位
剛性A x ユ , 横変位剛性 A y l なる バ ネで 節点③
へ
, 節点②か ら は , 同様に A x 2 , A y2 なる有
限剛性をもつ バ ネで 節点(彰に連結されて い る｡
接合部1 およ び2 にお ける力と変位の 関係 は
次の 式8 で表され る ｡ 式8 の 添え字iは接合
部の 番号を示 して い る ｡
接合部 に お い て生 じた軸力ある い はせ ん断
力に 応 じて , 最初大きさの な い バ ネが有限の
変形を発現する ｡ この よう に接合部を定義す
る こ と によ り, ト ラ ス の 接合 にお ける めり込
み を表現しよう とするもの で ある ｡ こ の接合
剛性の 値は , 接合部の荷重変位関係を実験 に
よ っ て 求めその 傾きに より数値化する こ とが
一 般的で ある ｡ しか し , 大規模 な木構造 に採
用される接合部は巨大 なもの となり実験が 困
難で ある ｡ そこ で , 計算に よ っ て接合剛性を
予測する試み がな されて い る
3)
｡
③ ④
図5 梁要素両端の めり込み挙動モ デ ル
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図 5 に示され た接合を含ん だ梁要素に つ い
て 前述 した方法と同様 に中間の 変位を消去す
る と両端に めり込み を表現する特性を持 っ た
梁要素の 剛性 マ トリ ッ ク ス を得る こ とが出来
る ｡ 図に示 した両端に接合を有する部材 の節
点①, ②, ③, ④に つ い て の カ ベ ク トル [P]
と変形 ベ ク トル [D]を関係 づ ける 剛性 方程
式は式9 の よう に なる ｡
い ま , 節点① , ②に荷重が作用 して い な い の
陸梁 に平行 に鉄筋を配 した 木造 ト ラ ス の 構造評価
J -∫
-∫ K +∫
で こ の 式の P① , P②は0 ベ ク トル で ある ｡
したが っ て ,
:i
rD③l
- [ [K +J]Ll[J] ] く ト(10)
LD④J
求めた中間の 変位 D① , D②を式10 に代入
して D① , D②消去する と , 節点③と節点④
にお ける 変位と力を関係づ ける式11が得られ ,
両端 に接合を持 つ 梁の 剛性 マ トリ ッ ク ス を得
る こと が出来る ｡
:i-[[J]-[J][K +J]ー 1[J]]
こ れ らの 式に お い て
JLIPi -
0
0
0
0
0
0
bー
u
o
A
o
o
o
o
0
0
0
0
0
0
V
ノ
o
o
o
o
A
o
1.
〇
〇
o
A
o
o
3.2.3 複合 トラス の 解析モ デル
複合 トラ ス の モ デル を図6の ような 2次元
の 骨組構造と した ｡ 図中の 円は接合部を示し
て お り, 半剛接合特性を表 して い る ｡
(a)曲 げモ ー メ ン ト図
図 6 複合トラ ス の 構造モ デ ル と解析結果
(○はめ り込み挙動モ デ ル)
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と こ ろ で , こ の モ デル を解析する ため に必
要な情報は , 第 一 に は材料の 物性すなわち部
材の縦弾性係数で ある ｡ 次に 重要な値と して
接合の 剛性を挙げる こと が出来る ｡ こ れ らの
値は , 使用する材料や接合の 仕様 に沿 っ て実
大実験によ っ て 定める こ とが出来る が , 計画
段階の検討で は既存の 値を参考 にする こ とが
望まし い ｡ そ こ で , 全て の 情報を文献か ら得
る こ とを試み た ｡
部材の 弾性係数の 値は , 多くの 文献12) に掲
載さ れて お り, 約150to n/c nfの 値が得られ る｡
問題となる の は , 接合部分の めり込み の 特性
をどの様 に解析 に導入するか で ある ｡ 前述し
たよう に , トラ ス の 変形に は こ の めり込み が
大きく関わ っ て い る ｡ 一 般 に , トラ ス の 解析
で は接合部分は ピン と仮定して い るの で ､ 回
転は自由で あるが , ずれ な どの縦ある い は横
へ の 変位は拘束され る こ とに なる ｡ こ のイ反定
の もと で は実際の構造変形より計算に よる変
形を小さく見積る こ ととなるの で , 変形 に重
要なめり込み を接合剛性で 表現する こ とを試
み た ｡
図7 のモ デ ル は単純 なホゾの もの で あるが ,
三 角形要素が異方性を示す こ とに よ っ て ト ラ
ス 要素の 軸方向とそれ に90度回転 した横方向
の接合部の 変位 , すな わちめり込み が表現で
きる と考えられ る ｡ こ の 三角形要素の 力学指
標で ある弾性係数 , せ ん断剛性係数 , ポア ソ
ン 比は , 文献値
12)を採用して い る ｡ こ の とき ,
ヤ ン グ係数比を用 い て , 明らか でな い 方向の
ポ ア ソ ン 比を式12を用 い て 算定 した ｡
部材B
＼J
ヾ
＼
材A
l ＼
E 金
図7 仕口 の 有限要素モ デ ル
6V x E y - V y E x (12)
接合係数の値 は , 図7の モ デ ル の 節点変位
と荷重 に比によ っ て 求めた ｡ こ の よう に して ,
接合係数を決定する こ と によ り, トラ ス の 接
合を ピン として の解析 で は導入出来な い , 揺
合の 材 へ の めり込みを考慮する こ とが可能と
なる ｡
3.2.4 実 験
莫大実験 で は , 桁の 部分に , 桁材と して せ
い210m m, 幅120m m, 長さ1,000m mの 部材を介
して 鉄製の 支持台に 複合 トラス を固定した ｡
荷重 は油圧 シ リ ン ダ ー を , 母屋の 部分に合計
4本配置 して 一 つ の 油圧源により同時に加圧
するよう にな っ て い る ｡ 負荷方法は , 富山県
の平均最深積雪量で ある208cm を積 雪の 基準
と して 給荷重6,500kgfを2 回まで 加重 し , こ
の ときそれ ぞれの 荷重をOkgfiで も どした ｡
つ い で ,富山県八尾町の最深積雪量で ある232
(250) c mを設定荷重と した9,600kgfを 1 回加
重 Lて , 3回めの 繰り返しを行 い , 最後に終
局まで加重 した ｡ 終局耐力 は総荷重22,000kg
f であ っ た ｡
荷重 と変位の 測定を鉄筋を締め付けな い場
合と締め付けた場合 と で行 い ,設定荷重 まで
3 回線り返 した ｡ その 後破壊まで 荷重を負荷
した ｡ 陸梁 と合掌材との 相対ずれも接合付近
に配 した 2偶の 変位計 で測定した ｡
4 結果と考察
4.1 接合剛性係数の 予測
図7 に示 した接合部近傍の 2次元直交異方
性要素モ デ ル に よ っ て 求めた , Ⅹ 方向の 荷重
による接合部の めり込み量と荷重と から縦接
合係数を4･6to nf/c nf/c m, 同様 に y軸方 向の
荷重とめ り込み量と からせ ん断接合係数を1.
4to nf/cⅢf/c mと ,そ れぞれ算定した ｡
実大実験より求め た , 合掌尻と陸梁の 接合
部の x 方向の 滑りと単位面積当たりの荷重の
関係 を図8 に示 した ｡ こ の 図に より , 接合部
正 徳
の滑り限界が 1 c m程度で ある こと が示 されて
い る とともに , その ときの 応力が約4.2 to nf/
c nfで ある こ とか ら , 2次元直交異方性要素モ
デル で算出した縦接合係数の値と がよ い 一 致
を示 して い る ｡
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囲8 合掌尻部の す べ りと荷重の 関係 ( 実験値)
せ ん 断接合係数の備 に つ い て は次の よう に
考えら れる ｡ 接合の庄 潰する範囲を莫大実験
の 結果か らか りに1 c mとする と , 横圧 縮ヤ ン
グ係数の借
上2) Et- 16to nf/c m
2か ら , ホ ゾ取 り
加工 した部分を除 い たせ い の 高さ約12c mの 部
材を使用 して い る の で せ ん断接合係数の 値を
単純 に
16×(1/12)- 1.33to nf/c nf/c m (13)
と算定で きる ｡ こ の値 は解析 で 求め た1. 4to n
ど/c mとほぼ 一 致する ｡
4.2 複合 トラス 中央の たわ みと応力の 予測
先に 求めた接合係数の 値と接合を持 つ 梁要
素の 剛性 マ トリ ッ ク ス を用 い て , 半剛接骨組
み解析 プロ グラ ム
9) に よ っ て 複合ト ラ ス の 変
形と応力を求めた ｡ 図6 は解析結果を図示し
たもの で ある ｡ 上 の 図6 (a) はモ ー メ ン ト
を表して い る ｡ 式11 の剛性 マ トリ ッ ク ス を用
い て 接合の 回転剛性を0 と して 計算して い る
の で , 接合で の モ ー メ ン トは0を示して い る ｡
図6 (b) は全体の 変形を示 して い る ｡ 陸梁
中央の 下 向きの 変位が大きく な っ て お り, こ
の 部位の 変位 に注意して 全体の 剛性を考察し
て い る ｡
表1 にあるよう に , 解析結果を陸梁中央の
下向きの 変位 で み る と , 接合の 条件を ピン と
陸梁 に平行 に鉄筋を配 し た木造 トラ ス の 構造評価
めり込みを考慮した ピ ン とに設定した計算 に
よる たわみ は , それぞ れ0.34□1mお よ び0.56m m
と な っ た ｡ 実験値は0.50m mと な っ た ｡ め り込
みを考慮 した ピ ン接合の場合の 計算値と実験
値は比較的 一 致 して い る ｡ こ の 差は陸梁に平
行 に配 した鉄筋をタ ー ン バ ッ ク ル で締め付け
た こ とに よ る プ レス ト レス の影響で はな い か
と考えられ る ｡
表 1 シリ ン ダ ー 100kgfあ たり の 陸梁中央の た わみ Ⅶm
条 件 ピ ン 接合計算値
めり込みを導入 した
計算値
実験値
鉄筋あり 034 0.56 0.50
鉄 筋な し 0.41 0,60 0.61
図9 に 陸梁中央の た わみと荷重の 関係を示
した ｡ 今回の計算が接合部を線形で 変形する
もの と仮定して い るの で , 荷重初期の 実験値
の た わみが計算値より若干大きく , つ い で 逆
転して い るが , 設定荷重まで ほぼ荷重 に比例
して た わみが増加して い るの が見られ , 全体
として 計算値と実験値 はよ い 一 致を示 して い
る ｡
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図9 複合トラ ス の 荷重とた わみ の 関係
たわみ と応力か ら見た こ の 複合 トラ ス の 実
用性に つ い て は図3 の チ ェ ッ ク の 流れに 示 し
た ｡ たわみ の 値は , 複合ト ラス の 全幅に対し
て0.002と非常に 小さ い もの で , 実用 に は十
分と考えられる ｡ また , 最大応力に つ い て は ,
軸力に よる もの とモ ー メ ン ト によ る もの を加
算 して検討した と こ ろ , 陸梁中央に 最大応力
7
が発生し , その値 は68.5kgf/cⅡほ な っ た ｡ こ
の 値は , べ い まつ の 長期許容応力度14)の9 5kg
f/c nfの0.72≡倍とな っ て い る ｡
4.3 鉄筋の 複合 トラス の 剛性を高める効果
表 1 に示 した陸梁中央の た わみの 値およ び
図10にある変形と荷重の 関係か ら , 複合 トラ
ス の 剛性が鉄筋 によ り高められ て い るの が看
取される ｡ 鉄筋ありの 場合の 初期 剛性 は8to
n/c m程度で あり , また , 鉄筋をはずしたも の
初期剛性は約7toll/c mを示 し , 鉄筋 の 効果 が
認められ る ｡ しか しなが ら , 破壊部位が合掌
と陸梁の接合部の ずれ によ っ て生 じて い る こ
と から , 鉄筋の ない もの で も非線形で荷重は
徐 々 に上 が っ て 行くの で はない かと考えられ
る ｡ こ の ため , 終局耐力で の 鉄筋の 効果 は期
待で きな い の で は と予測され る ｡ 鉄筋の 効果
はあくまで , 初期の 複合ト ラ ス に 剛性を高め
る の み で は と思われ る ｡
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図10 トラ ス の 剛性に対する鉄筋の 効果( 実験値)
鉄筋は耐力の 向上 よりも , つ ぎの ような効
果を期待するの が合理的と考えられる ｡ 鉄筋
を配する と , 初期の 剛性が高ま る の で , 雪 に
よる繰り返し荷重 , すな わち積雪した雪が滑
り落ちる ときに小屋部分 に相当なシ ョ ッ クが
与えられる の で , こ の 繰り返 しに対する耐久
性の 向上 が期待で きる と考えられ る ｡ 構造の
良好 な部分が外力に すばやく応答する と考え
ると , めり込みが抑えられ て この 効果が なお
8一 層期待 できる ｡
こ の よう に鉄筋の 効果をとらえると , 耐力
の 向上 に つ い て は , 鉄筋と合掌の接合を強化
する こ とよ り合掌と陸梁の 接合を強化する こ
とが第 一 で はと考えられる ｡
5 結 言
木造 トラ ス の 陸梁に平行に鉄筋を設置した
複合ト ラ ス の 力学特性を設計段階で 評価する
こと
, およ び , 鉄筋の効果を明らか にする こ
とを目指した ｡
まず , 複合ト ラス の構造解析 に よ る評価に
つ い て は , 評価の 中心となるの が複合トラ ス
の 応力分布と変形の 正確な見積り で ある ｡ 複
合トラ ス の接合を特殊な有限要素モ デル で 表
現する こ と により, 複合ト ラス の 変形を接合
部の めり込み の影響を考慮 して予測する こ と
が可能とな っ た ｡ こ の 予測値 と実大の 複合 ト
ラ ス を用 い た実験 から得た変形と はよ い
一 致
を示 した ｡ こ れ により, 設計段階で の 複合 ト
ラ ス の 構造評価 に お い て 次の こ と が明らかと
な っ た ｡
①接合係数を これまで の 木構造設計の 資料 だ
けで 予測した値を用 い た解析 に より求めた
構造の 変形は , ト ラ ス (ピン ジ ョ イ ン ト)
ある い は ラ ー メ ン (リ ジ ッ トジ ョ イ ン ト)
で 計算 した値 に比較して か なり正確 で あ っ
た ｡
②解析結果と莫大実験結果とがよ い 一 致を見
たの で , ト ラ ス の 変形 に部材の 横方向の 変
正 徳
形 (接合の めり込み) が非常 に影響 して い
る と い える ｡
③接合剛性 を今回の ような形で解析に 導入す
る こ とは②で い う部材の 横方向の特性 (異
方性) を考慮する こ と になると考えられる｡
つ ぎに , 解析 と実験によ っ て 複合 トラ ス の
鉄筋の効果に つ い て 次の こ とが指摘 できる ｡
これ らの こ とか ら , 鉄筋 は屋根雪の 軒か らの
落下 に伴う衝撃的な繰り返し荷重に 対して 有
効 に働くの で はな い か と考えら れる ｡
①鉄筋は複合トラ ス の初期剛性を高め る こ と
が確認された ｡
②複合 トラ ス の 破壊 が木材の 接合か ら生 じた
こ と により, 複合ト ラ ス の 耐力を向上 させ
るに は鉄筋の効果よりも接合の 強化が必要
で ある ｡
鉄筋の プ レ ス ト レス の 効果や鉄筋の 剛性付
与が始まる応力をコ ン ト ロ ー ルするこ とによ っ
て さら に効果を上 げられ る可能性が見られた｡
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